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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回　　次
第59期

第１四半期
連結累計期間

第60期
第１四半期
連結累計期間

第59期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （百万円） 60,721 57,010 233,552

経常利益 （百万円） 1,321 1,466 5,469

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 813 1,071 3,200

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 893 1,474 6,792

純資産額 （百万円） 118,394 121,944 121,852

総資産額 （百万円） 165,663 169,424 168,865

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 25.84 34.54 101.80

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.5 72.0 72.2

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

 

（半導体事業）

　主要な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

（電子部品事業）

　主要な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

（電子機器事業）

　主要な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

（生産事業）

平成26年９月１日に、当社が行っておりましたヒートシンク生産事業に係る国内事業部門を会社分割により三協

立山株式会社に譲渡いたしました。また、同年９月１日に当社の連結子会社であるRYOSAN ELECTRONICS

(FOSHAN) CO., LTD.の全持分及びRYOSAN ENGINEERING (THAILAND) CO., LTD.の全株式を三協立山株式会社に譲

渡いたしました。

なお、前第２四半期連結累計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、財政状態及び経営成績の異常な変動等投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項は発生しておりません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について

重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、緩やかな回復基調が続きました。地域別では、米国経済は個

人消費を主体に堅調に推移し、欧州経済は持ち直しの兆しが見られました。また、アジア経済は成長に一部減速

感が見られ、日本経済は円安基調の中、個人消費は底堅く推移し、緩やかな回復となりました。

エレクトロニクス業界におきましては、グローバルでの需要拡大を背景にカーエレクトロニクス、スマート

フォン等のモバイル端末が引き続き底堅く推移いたしました。

このような情勢下で、当社グループは、2015年度を第９次中期経営計画（2014～2017年度）の２年目と位置付

け、その基本姿勢に「変革」と「成長」を掲げ、事業構造の変化に対応した「ビジネスモデルの転換」と持続可

能な「自律的成長」を追求してまいりました。そして、この基本姿勢を具現化するために、「成長路線の再構

築」と「資本効率の向上」に取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は570億10百万円（前年同期比6.1％減）、営業利益は

14億90百万円（前年同期比23.8％増）、経常利益は14億66百万円（前年同期比11.0％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は10億71百万円（前年同期比31.8％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

 ① 半導体事業

　半導体事業では、メモリ、システムＬＳＩ、個別半導体の販売並びにシステムＬＳＩの開発を行っておりま

す。当第１四半期連結累計期間は、スマートフォン用メモリ等の売上が減少し、売上高は337億１百万円（前年

同期比19.2％減）となったものの、営業利益は８億43百万円（前年同期比3.9％増）となりました。

 

 ② 電子部品事業

　電子部品事業では、表示デバイス、電源、機構部品を販売しております。当第１四半期連結累計期間は、車

載電装用液晶等の売上が増加し、売上高は162億98百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益は４億21百万円

（前年同期比43.0％増）となりました。

 

 ③ 電子機器事業

　電子機器事業では、システム機器、設備機器を販売しております。当第１四半期連結累計期間は、ＭＦＰ用

システム機器等の売上が増加し、売上高は70億10百万円（前年同期比59.3％増）、営業利益は２億99百万円

（前年同期比83.0％増）となりました。

 

　なお、上記の記載金額には、消費税等は含まれておりません。また、平成26年９月１日にヒートシンク生産

事業を三協立山株式会社へ譲渡したことにより、前第２四半期連結会計期間において、「半導体事業」「電子

部品事業」「電子機器事業」の３区分に変更しており、前年同期比較については、前年同期の数値を３区分に

変更した数値で比較しております。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(3）研究開発活動
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　当第１四半期連結累計期間の研究開発費は１億69百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 155,673,598

計 155,673,598

 

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,500,000 31,500,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は、100株であり

ます。

計 31,500,000 31,500,000 － －

 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 31,500 － 17,690 － 19,114
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

 

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

 

①【発行済株式】

平成27年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      482,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   30,990,300 309,903 －

単元未満株式 普通株式       27,200 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 31,500,000 － －

総株主の議決権 － 309,903 －

 

 

②【自己株式等】

平成27年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社リョーサン

東京都千代田区東神田２丁

目３番５号
482,500 － 482,500 1.53

計 － 482,500 － 482,500 1.53

 

 

 

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 55,907 44,145

受取手形及び売掛金 69,061 69,311

有価証券 － 9,999

たな卸資産 23,215 24,751

未収入金 680 587

繰延税金資産 290 351

その他 179 420

貸倒引当金 △50 △37

流動資産合計 149,283 149,529

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,820 3,688

土地 7,350 7,306

リース資産（純額） 295 289

その他（純額） 195 187

有形固定資産合計 11,661 11,472

無形固定資産 1,009 987

投資その他の資産   

投資有価証券 5,014 5,292

繰延税金資産 109 110

その他 1,944 2,190

貸倒引当金 △157 △158

投資その他の資産合計 6,911 7,434

固定資産合計 19,581 19,894

資産合計 168,865 169,424
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 27,588 29,649

短期借入金 13,662 12,674

リース債務 126 126

未払金 620 558

未払費用 1,177 478

未払法人税等 1,179 484

賞与引当金 － 312

その他 127 464

流動負債合計 44,482 44,748

固定負債   

リース債務 207 203

繰延税金負債 403 645

退職給付に係る負債 1,811 1,792

資産除去債務 44 36

その他 63 53

固定負債合計 2,530 2,731

負債合計 47,012 47,480

純資産の部   

株主資本   

資本金 17,690 17,690

資本剰余金 19,114 19,114

利益剰余金 81,789 81,478

自己株式 △1,413 △1,414

株主資本合計 117,180 116,868

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,894 2,098

繰延ヘッジ損益 0 2

為替換算調整勘定 2,555 2,765

退職給付に係る調整累計額 220 208

その他の包括利益累計額合計 4,671 5,075

純資産合計 121,852 121,944

負債純資産合計 168,865 169,424
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 60,721 57,010

売上原価 56,084 52,034

売上総利益 4,637 4,975

販売費及び一般管理費 3,433 3,485

営業利益 1,203 1,490

営業外収益   

受取利息 11 15

受取配当金 30 36

為替差益 68 －

受取手数料 23 1

雑収入 36 30

営業外収益合計 170 82

営業外費用   

支払利息 47 32

為替差損 － 71

雑損失 4 2

営業外費用合計 52 106

経常利益 1,321 1,466

特別利益   

固定資産売却益 0 70

特別利益合計 0 70

特別損失   

減損損失 － 56

特別損失合計 － 56

税金等調整前四半期純利益 1,321 1,480

法人税等 508 408

四半期純利益 813 1,071

親会社株主に帰属する四半期純利益 813 1,071
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 813 1,071

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 279 204

繰延ヘッジ損益 △4 1

為替換算調整勘定 △187 210

退職給付に係る調整額 △6 △12

その他の包括利益合計 80 403

四半期包括利益 893 1,474

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 893 1,474
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

 該当事項はありません。

 

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　 　連結の範囲の重要な変更

　 RYOSAN ENGINEERING (M) SDN. BHD.は平成26年７月14日付をもって、SHEN LING ELECTRONICS(SHENZHEN) CO.,

LTD.は平成27年４月20日付をもって、それぞれ解散を決議し清算手続中のため、連結の範囲から除外しておりま

す。

 

 

（会計方針の変更）

　　　 企業結合に関する会計基準等の適用

　　　　 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

　　　 基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組

替えを行っております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　    該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日

　　至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日

　　至　平成27年６月30日）

　減価償却費

　のれんの償却額

152百万円

19百万円

116百万円

10百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月９日

取締役会
普通株式 943 30 平成26年３月31日 平成26年６月４日 利益剰余金

 

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

 生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月12日

取締役会
普通株式 1,395 45 平成27年３月31日 平成27年６月10日 利益剰余金

 

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

 生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 半導体事業
電子部品

事業
電子機器
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 41,725 14,596 4,400 60,721 － 60,721

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 41,725 14,596 4,400 60,721 － 60,721

セグメント利益 812 294 163 1,271 △67 1,203

（注）１　セグメント利益の調整額△67百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 半導体事業
電子部品

事業
電子機器
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 33,701 16,298 7,010 57,010 － 57,010

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 33,701 16,298 7,010 57,010 － 57,010

セグメント利益 843 421 299 1,565 △74 1,490

（注）１　セグメント利益の調整額△74百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　遊休資産のため、報告セグメントに配分されない減損損失　　　56百万円

 

３　報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは、従来報告セグメントを「半導体事業」「電子部品事業」「電子機器事業」「生産事

業」の４区分にしておりましたが、「生産事業」については、平成26年９月１日にヒートシンク生産事

業を三協立山株式会社へ譲渡したことにより重要性が低下したため、前第２四半期連結累計期間におい

て「電子部品事業」に含めて開示し「半導体事業」「電子部品事業」「電子機器事業」の３区分に変更

しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成

したものを開示しております。
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（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 25円84銭 34円54銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
813 1,071

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
813 1,071

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,463 31,017

　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

　平成27年５月12日開催の取締役会において、平成27年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　  1,395百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 45円

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　平成27年６月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

 平成27年８月６日

 

株式会社リョーサン
 

 取 締 役 会　御 中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊  集  院　 邦  光　 ㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　　下　 　万　　樹　 ㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リョー

サンの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リョーサン及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社　リョーサン(E02663)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

